
 

 

 

川崎市外国人市民代表者会議の委員長が 

２０２３年度年次報告を市長に行いました 
 
２０２３年度川崎市外国人市民代表者会議の審議・活動内容について、同会議第１４期委員長が、次のと

おり、年次報告を市長に行いました。 

  
【日 時】  ２０２４（令和６）年４月１９日（金）１４時００分～１４時３０分 
 

【場 所】  市長応接室（川崎市役所本庁舎７階） 
 

【出席者】  川崎市外国人市民代表者会議 

         第１４期委員長 ペレーラ ラヒル サンケータ 氏 

            同 副委員長 李
り

 歓歓
かんかん

 氏 

            同 安心生活部会長 ヒリストバ ガブリエラ 氏 

            同 情報・社会部会長 イトウ ユリカ キャレン 氏 

市長 

市民文化局長 

市民文化局市民生活部長 
 

【提出物】  川崎市外国人市民代表者会議年次報告＜２０２３年度＞ 

※川崎市外国人市民代表者会議条例第１１条第１項の規定により、委員長は毎年調査審議の結

果をまとめ、市長に報告しなければならないとされ、また、同条第２項の規定により、市長は報告を受

けたときは議会に報告するとともに、これを公表することとされています。 

 

    川崎市外国人市民代表者会議条例（平成８年川崎市条例第２５号） 

    第１１条 委員長は、毎年、代表者会議の調査審議の結果をまとめ、市長に報告しなければならない。 

    ２ 市長は、前項の規定による報告を受けたときは、議会に報告するとともに、これを公表するものとする。 

 

【資 料】  川崎市外国人市民代表者会議年次報告＜２０２３年度＞―概要― 

※本編はホームページ掲載の年次報告書を御覧ください。 

https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000042762.html 

問合せ先 

川崎市市民文化局市民生活部多文化共生推進課 菅原 

電話 ０４４－２００－２２４０ 

令 和 ６年 ４月 １９日 

報 道 発 表 資 料 

川崎市（市民文化局） 

左から 副委員長、委員長、市長、 

安心生活部会長、情報・社会部会長 
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Ⅰ 会議の報告（１～１５ページ） 

１ 会議開催概要（４・５ページ） 

会期 開催日／場所 代表者／傍聴者 

第１回 第１日（通算①） ２０２３年４月２３日／国際交流センター ２０人／１人 
第２日（通算②） ２０２３年５月２１日／国際交流センター １７人／７人 

第２回 第１日（通算③） ２０２３年６月１８日／国際交流センター １８人／４人 
第２日（通算④） ２０２３年９月１０日／国際交流センター １３人／２５人 

第３回 第１日（通算⑤） ２０２３年１０月１５日／中原市民館 １５人／３４人 
臨時会 （通算⑥） ２０２３年１１月１９日／中原市民館 参加者 ６２人 
第３回 第２日（通算⑦） ２０２３年１２月１０日／中原市民館 １２人／４人 

第４回 第１日（通算⑧） ２０２４年１月１４日／国際交流センター １３人／１人 
第２日（通算⑨） ２０２４年２月４日／国際交流センター １８人／４人 

 
＊川崎市外国人市民代表者会議条例（平成８年川崎市条例第２５号） 

  第９条 会議の開催は、１年に４回とし、１回当たり２日とする。 

 ２ 前項の規定にかかわらず、委員長が必要と認めるときは、臨時の会議を開催することができる。 

 

２ 調査審議の内容（６～１５ページ） 

【１】会議の運営（６・７ページ） 
  （１）年間日程の決定と実行委員会の設置 
  （２）正副委員長部会長会議の開催 
 

【２】調査審議で出された意見（８・９ページ） 
≪安心生活部会≫ 

（１）メンタルヘルスケアについて 
（２）産後支援制度について 
（３）外国籍のひとり親支援について 

≪情報・社会部会≫ 

（１）日本語学習の場について 
（２）情報について 
（３）市政参加について 
（４）高齢者の介護について 

 
【３】臨時会（１０ページ） 

日時  １１月１９日（日）１４：００～１７：００ 
場所  中原市民館 ２階 多目的ホール 
参加者 ６２人 
全体会：代表者会議の紹介等 
分科会：代表者と参加者が意見交換 
全体会：分科会報告、コメント 

     コメンテーター 五十嵐 ゆかりさん（聖路加国際大学大学院看護学研究科教授） 
             門 美由紀さん（横浜市国際交流協会多文化共生推進課課長） 
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Ⅱ 提言 （１７～３７ページ） 

 【１】産前・産後支援 （２０～２６ページ） 

外国人市民が安心して産前・産後の期間を過ごせるよう、多言語や〈やさしい日本語〉によ

る支援の充実を図る。 

１ 代表者会議が川崎市に住む外国人市民のために多言語で作成した、産前・産後支援に関す

るリーフレットを活用する。 

２ 産前・産後支援に関する情報の〈やさしい日本語〉化を推進する。 

３ 各区が作成している子育てガイドブックの外国人向けページに、産前・産後支援に関する

情報を掲載する。 

４ 多文化医療サービス研究会が作成した「ママと赤ちゃんサポートシリーズ」を広報・周知

する。 

 

【２】介護保険 （２７～３３ページ） 

外国人市民が安心して介護保険制度を利用し、サービスを受けることができるよう、事業者

への啓発と制度の周知を図る。 

１ 介護・福祉従業者向けに多文化理解に関する研修を実施する。 

２ 介護・福祉従業者向けに〈やさしい日本語〉に関する研修を実施する。 

３ 「こんにちは介護保険です」の〈やさしい日本語〉版を作成する。 

４ 「こんにちは介護保険です」の多言語版および〈やさしい日本語〉版の活用が進むよう、

広報・周知を推進する。 

 

【３】日本語学習 （３４～３７ページ） 

外国人市民の多様な日本語学習のニーズに対応するための体制および環境の整備を推進す

る。 

１ 「川崎市地域日本語教育推進方針」に基づき、日本語学習のための体制および環境の整備

を推進する。 

２ 学習機会の充実のためICT（Information and Communication Technology）の活用を推進

する。 

３ 外国人市民の日本語学習に関するニーズを把握するための調査を実施する。 
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Ⅲ 各種活動状況 （３９～５３ページ） 

１ 市長・市議会への報告（４１ページ） 

２ 臨時会（オープン会議）の企画・運営（４２ページ） 

３ ニューズレターの編集（４３～４５ページ） 

４ 行事への参加（４５～４８ページ） 

５ その他の活動（４９ページ） 

６ 代表者の活動状況（５０ページ） 

７ 専門調査員の活動状況（５１～５３ページ） 

 

 

 

Ⅳ 資料（５５～１３９ページ） 

１ 外国人住民人口統計（５７～６０ページ） 

２ 提出資料一覧（６１・６２ページ） 

３ 提言への市の取組状況（６３～１２９ページ） 

４ 外国人市民代表者会議のしくみ（１３０・１３１ページ） 

５ 条例・要綱・要領（１３２～１３９ページ） 
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